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 (New) Dome Fuji Station, which is located at 3800m above sea level and whose temperature is quite low (-20℃～-80℃), is 
one of the best and unique sites for astronomical observations at infrared to submillimeter wavelengths on the ground. We are 
planning to constract two large terahertz and infrared telescopes at the station under the 9th JARE six-year plan, aiming at 
making astronomical observations including to search missing galaxies. 
 
 第 IX 期６か年計画において南極内陸部の(新)ドームふじ基地（標高 3800m）に口径 10m テラヘルツ望遠鏡と口






新ドームふじ基地での可降水量の推定値はドームＡと同等で、冬期平均で 0.14mm、良好 25%レベルで 0.10mm と
極めて少ない（Saunders, et al. 2009; Yang, et al. 2010）。そのため大気透過率が非常に高い（大気吸収率が低い）。
ラジオメーターを用いた現地での夏季１か月間の 220GHz での大気の光学的厚みτはτ～0.05（大気透過率～
95%）という低い値で非常に安定しており（Ishii, et al. 2010）、現在地上で最も良いと言われているチリ北部のア
タカマ高地（標高 5050m）での値よりも格段に優れている。アタカマ高地の冬季とは同程度であるが、ドームふ
じ基地での冬季の透過率（未測定）はさらに良いことが期待される。南極内陸部高原地帯での大気透過率とその





2013 年 1 月 4 日～23 日に雪上 11m で測定した可視光（波長 472nm）
での自由大気のシーイングは最良 0.2”～0.3”にも達し、平均でも
0.52”と優れている（Okita, et al. 2013）。また設置境界層は雪上 11m
かそれ以下と低い。これは可視光や近赤外線でも高い角分解能が得ら
れることを示している。 
(4)晴天率が高い。快晴率は 68%（1994,1995 年実測）で、晴天率は 8
～9 割と推定される。衛星データによると夜間の雲量は南極内陸部で













の現地調査に加えて南極望遠鏡のプロトタイプである 30cm 可搬型サブミリ波望遠鏡と 40cm 赤外線望遠鏡の開発
を中心として、低温下でも動作する望遠鏡技術等の開発を続けてきた。 
これらの準備をもとに、第 IX 期６か年計画で(新)ドームふじ基地に 10m テラヘルツ望遠鏡（図２）と 2.5m 赤
外線望遠鏡（図３）を設置して、暗黒銀河の探査をはじめとする南極天文学を開始し強力に推進する計画を提案
したい。10m テラヘルツ望遠鏡には当初 1000 画素程度のちに 10 万画素程度の超伝導電波カメラを搭載し 0.4～
1.5THz で南天の掃天観測を行って現在行方不明となっている遠方宇宙の暗黒銀河の探査を行う。また超伝導ヘテ
ロダイン受信機も搭載して高分散分光観測も行う。発見された銀河はチリのアタカマ砂漠にある超大型電波干渉
計アルマで銀河内部の詳細構造を明らかにする。2.5m 赤外線望遠鏡も世界最高水準の 400 万画素赤外線カメラ×
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図 2. 南極 10m テラヘルツ望遠鏡（完成予想図） 図 3. 南極 2.5m 赤外線望遠鏡（完成予想図） 
